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全身麻酔下における術中の体温変動について
中央手術室　○合田　菅原　鐸木　千葉　堀口　宮下
1．はじめに
　手術を受ける患者は、全身麻酔により体温調節中枢
の機能が抑制され、環境温度の影響を受けやすく、著
しい体温低下や体温上昇をきたすことがある。術中・
術後の体温は、麻酔覚醒にも影響を及ぼすためモニタ
ーによる持続的な管理が必要となる。
　従来、中央手術室においては、直腸温を指標として
術中の体温管理を行ってきた。しかし、平成1年に温
度センサー付の膀胱留置カテーテルが導入されたこと
により膀胱温の測定が容易となり、現在では、ほぼ全
症例の全身麻酔下における体温管理の指標となってい
る。しかし、術式によっては、指標とならない場合も．
多くあり、適時その他の測定法を用いて体温管理を行
ってきたが、果たしてその方法が適当であったのか疑
問を感じていた。
　そこで、今回膀胱温以外の測定を同時に行うことに
より、測定部位による温度差を知り、術式による適切
な測定法を選択していこうと考えた。
2．方法・実施
　1）期間：平成7年10月11日～平成7年11月10日
　2）対象＝20才以上、全身麻酔の症例
　3）方法：術式により下記の3つに分類し、測定条
　　　　　件を一定にして測定する。
　　　　　：測定部位は、膀胱温・直腸温・食道温・
　　　　　体表温・鼓膜温とする。　（図3参照）
　　　　　：術前体温（腋窩温）を病棟の経過記録を
　　　　　参照し、平均値を出す。
　　　　　：測定値は測定表（図2）を作成し記入す
　　　　　る。
　　　　　：術式により可能な部位を測定する。
　　　　　：各測定値ごとに標準偏差を求め、変動の
　　　　　値が少ない測定法が適切であると考える。
　　　　　：保温については、体温が低下しはじめた
　　　　　時点で測定者の判断によりブランケット
　　　　　を開始する。
　　　　　：その他は、図1の「体温測定における条
　　　　　件」を参照する。
〈術式による分類〉
①開腹一上腹部・下腹部
②非開腹一頭部（開頭、顔面、耳、頚部を
　　　　　　含む）
　　　　　　四肢（前胸部を含む）・脊椎・
　　　　　　腹腔鏡
③開胸
3．結果
表1（標準偏差平均値）
膀胱温 直腸温 体表温 食道温 鼓膜温 新鼓膜温
n＝134n＝87 n＝115n＝47 11＝37 n＝16
上腹部群 0．28 0．24 0．33 0．22 0．51 0．27
下腹部群 0．42 0．23 0．23 0．24 0．18 0．18
非開腹群 0．18 0．2 1．32 0．21 0．4 0．29
開胸群 0．19 0．22 0．25 0．2 0，39　　　0．39
①膀胱温は、全体的にバラつきは少ないが、下腹部
　群では十号に比べ変動が大きいといえる。
②体表温は、上腹部群・下腹部群・開胸群ではバラ
　つきはみられないが、非開腹有界では大きなバラ
　つきを認めた。
③直腸温・食道温は、全ての群でバラつきが平均化
　されている。
④鼓膜温は、全ての群の差は少ないが、他の測定法
　と比較すると全体的にバラつきが大きい。
⑤新鼓膜温は、全ての群でバラつきが平均化されて
　いる。
4．考察
　術中の体温測定をさまざまな部位で行い、どの方法
が適切であるかみていく上で、初めは病棟における日
常の腋窩温の測定値の平均値と比較し、変動の差によ
り最適な測定法を選択しようと考えていた。しかし、
それぞれのプローブで測定した値が、術中にどれくら
いの幅をもって変動するかを調査した方が、術式に適
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切なプローブ選択をすることができると思われたため、
全ての測定法において手術開始時から、術中の体温変
動の値を比較することとした。
　膀胱温では、下腹部手術において、測定部位である
膀胱の露出時間の長さや、手術操作による影響を受け
やすいのではないか、と予測していた。測定中は、膀
胱温の変動がそれほど大きくなく、予測していたほど
影響はないのではないかと思われた。しかし、測定結
果をみると下腹部手術では、膀胱温の変動が大きかっ
た。二二では変動が少なく、測定方法として有効であ
るといえる。膀胱温は、膀胱留置カテーテルを挿入す
ることで容易に測定可能となり、看護婦による手技的
な影響がなく、固定されるため、測定部位も一定して
いる。また、術中持続してモニタリングできるため退
室直前まで容易に観察が行える。
　直腸温では、下腹部群においても他の群との差がな
く、有効な測定方法といえる。しかし、①直腸手術で
は測定できず、症例に制限がある。②砕石位では、プ
ローブの固定が安定しない。③直腸内に挿入したプロ
ーブをアルコール消毒のみで再利用しているため非衛
生的である。この3点より、第一選択とはしがたい。
直腸手術を除く下腹部の手術において直腸温は、膀胱
温との併用により、より正確な測定法が得られる。
　食道温は、測定結果より二二とも平均した値を示し
ているが、81％の症例が35℃代の二値である。食道温
は、麻酔科医師によりバイドブロックから食道温プロ
ーブを挿入するためプローブが正確な位置に挿入され
ているかどうか確認できないことが多い。また手術中、
胃チューブの吸引・口腔内および気管内チューブの操
作などにより影響を受ける可能性もある。頭部の手術
では、食道温プローブの固定が困難である。また、上
腹部の手術ではプローブの挿入が困難であり、術操作
への影響があるため、このような症例には適さないと
いえる。
　鼓膜温は、深部体温として最近注目を浴びており、
さまざまな測定法の中で最も信頼できる方法ではない
かと考えていた。オムロンの医療用耳払体温計“クイ
ックサーモ”（結果においての④鼓膜温）は、外耳道
に3秒間あてるだけで測定できる画期的なものである
が、実際は外耳道の方向に正確にプローブをあてる必
要があり、プローブの方向が定まらないうちに測定が
開始されることが多く測定が困難であった。手技によ
っては、“エラー”を生じてしまい、測定を行うこと
のできた症例の値も正確なものとは言いがたい。
測定結果からみてもバラつきが大きく、より正確な体
温が必要とされる手術中には適さない。また、体温の
値を知りたいと思った時に他の行動を中断して測定し
なければならないため、わずらわしさを感じる。新し
い1則定法ではあるが、即時性・正確性の点でスタッフ
の評価は低いものとなった。一方、アーガイル社製
“ジニアス”　（結果においての⑤新鼓膜温）は、
“クイックサーモ”と同様であるが、外耳道の方向に
正確にプローブをあててからスイッチを押し測定を開
始するため、　“クイックサーモ”と比較すると正確に
測定できる。しかし、症例数が16と少ないため他の測
定法と比較するに至らなかった。
　体表温は、病棟で検温されている測定値に近い値を
示すと予測し、測定部位も病棟と同様に“腋窩”と統
一して行った。体表温を正確に測定するにはプローブ
を体表面に密着させ、外気の影響を受けないことが大
切であるため、プローブを断熱効果のあるプローブカ
バー（図3）で覆い、その上からエラスチコンテープ
（ジョンソンテープ）を交差して二布することで正確
に測定できると期待していた。しかし、実際に測定し
てみると、①プローブカバーの粘着力が弱いため、体
表面とプローブの間に隙間を生じていた。②麻酔導入
から手術開始直前までの短時間で看護婦がプローブを
正確に二布することは困難である。③腋窩体表温は、
腋毛や汗腺の影響も考えられ、特に男性患者において
はプローブの二布が困難である。④症例によって上肢
を体幹から離して固定する場合もあるたあ、病棟と同
様に腋窩を密閉して測定することができない。⑤測定
者によって腋毛のない皮膚への二布を優先とし測定部
位を選択することもあり、同一部位で測定できない。
という①～⑤までの問題点があった。非開腹群におい
ては、バラつきが多かったことと、上腹部群・下腹部
群・開胸群で74．9％が33～35℃代の低値を示したこと
は、これらの問題点が大きく関与していると考えられ
る。
5．まとめ
①膀胱温は、膀胱留置カテーテルを挿入した全症例
　で容易に測定でき、測定者の手技による影響がな
　　く測定部位・測定法が一定である。
②膀胱留置カテーテルを挿入している間は、持続モ
　ニタリングされているため退室直前まで容易に測
　定し観察することができる。
③下腹部手術（直腸手術を除く）においては、膀胱
　温と直腸温の測定を併用し、より正確な体温測定
　を行うことが望ましい。
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6．おわりに
　今回私達は、様々な方法で体温測定を行うことによ
り、術式別に選択すべき体温測定は何かと検討してき
た。測定者の手技に差があるため、期待する結果が得
られない場面も多くあり反省点となった。今後は、術
式に応じた適切な測定方法による“体温”をもとに術
中の体温管理および保温について更に学んでいきたい。
　最後に、この研究を進めるにあたり協力していただ
いた麻酔科の荻原先生をはじあ諸先生方、日本光電東
京株式会社の方々、東京医科大学病院中央手術室のス
タッフの方々に深く感謝いたします。
参考文献
1）OPE　NURSING　l995春季増刊
　　手術患者における体温管理のすべて
　　メディカ出版
2）手術室の設計・設備・機器・運営
　　日本プランニングセンター
♂艦
Y：．　r
～ご＼
一　162　一一
1
－orco
◎体温測定における条件◎
図1 《術中体温測定について》
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①部屋の温度…25～26℃　　　　し
②部屋の湿度…60～70％
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　　・その他
④　測定時間の空欄への記入事項
　　・開創時および閉創時
　　・創部洗浄時　他
⑤露出は最小隈にする。
　　・肩にバスタオルをかける
　　・ブランケット使用時　…　足元にシーツとタオルケットをかける
　　・ブランケット不可時　…　シーツ，タオルケット，電気毛布をかける
⑥20才以上，全身麻酔の症例に騰り、測定する。
⑦体衷温の測定は、プローブを腋窩にエラスチコンテープ（ジョンソンテープ）で固定して行う。
　　　月　　　日（　　）　AM・PM　　　　　　　　　　　　　　　記録者名
室　副　　℃1
・・ス舛ルl　　l
タオルケット　　　　　　　1　　　　　　　　　　　「　　　　　　蟹
暑気毛布 i
病棟　患者名 才 男　・　女
術式 体位
＊術前体温（腋濡温）＊
7日前 6日前 5日前 4日前 3日前 2日前 田前1鞘日1平均
時
時
※　平均値は計算しなくて良い
図2
月
　　　　＊
日　患者名
術中体温＊
記録者名
膀　胱 直　腸 妓　膜 体　表 食　道 備　　　　考
手術開始時
30分後
1時間後
30分
2時間後
30分
鼓膜温 ジニアス
　　　　　　＝鰐’ノ
　　専
図3　＊測定部位とプローブの種類＊
　　　　　鼓膜温　クイックサーモ
5＼
ノへ
　圏
N　　！ 体表温プローブ
食道温プローブ
父
　　　N
膀胱温
◎プロー．一一一プカパー
プロープ
K一一一．．v／’
　　　　　　／
ノ
直腸温プローブ
1
ら①蔭
《膀胱温》 表2－1
〔保温〕1：術中に保温した症例，0：術中に保温しなかった症例
〔平均〕病棟における術前1週間の平均体温　　〔開始〕手術開始時の体温 ～30分毎に測定
A　　B　　C D E F G H 1 」 K L M N 0 P q R S T u V W X Y Z 触 AB
1F1年初性別 群 術式 体位 保温 平均 変動 標準偏差 標準偏差平均 開始 30分 1 1．5 2 2．5 3 3．5 4 4．5 5 5．5 6 6．5 7 7．5 82 139M 下腹部群 下腹部 仰 1 36．4 0 0．4416085
3 137F 下腹部群 下腹部 仰 1 36．4 10．37666298 36．335．535．335．6
4 30F 下腹部群 下腹部 仰 o 36．20．90．30066593 36．836．136．235．936．2
5 49F 下腹部群 下腹部 仰 o 35．7130．42190046 36．936．536．636．637．437．337．4 3737．537．8
6 37F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．81．60．56734029 37．236．435．636．3
7 51 F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．1 10．39293765 36．5 3635．836．736．8
8 49F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．1 1．60．60207973 35．935．636337．2
9 48F 下腹部群 下腹部 仰 1 36 1．20．48989795 36．636．235．436．6
10 65F 下腹部群 下腹部 砕 1 36．51．90．64978629 36．9 36 35 35．335．936．5
11 58F 下腹部群 下腹部 砕 0 3630
12 37F 下腹部群 下腹部 仰 o 36．40．50．17320508 36．536．236．3 3636．2 36
38 66F 開胸群 開胸手術 側 0 35．90．50．16659863 37．4 3737．136．9 3737．337．2
39 74M 開胸群 開胸手術 仰 0 36．30．50．20396078 37．237．136．936．736．7
40 58F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．1 0．50．187247770．283618236．736．736．9 3736．9 3737．237．237．2
41 70M 下腹部群 下腹部 仰 1 35．90．80．26 36．6 3635．835．935．935．936．136．236336．5
42 52 F 下腹部群 下腹部 仰 0 35．80．70．29439203 37．337．136．6
43 65F 下腹部群 下腹部 仰 1 36．51．90．59039938 37．336．536．135．835．635．4 36
44 63F 下腹部群 下腹部 仰 1 36．51』 0．34871192 37．136．936．636．636．3 36 3636．336．636．8
45 39M 下腹部群 下腹部 仰 0 36．5 0
46 51 M 下腹部群 下腹部 仰 0 36．1 0．8033993463 36．135．9 35．3
47 70M 下腹部鮮 下腹部 仰 0 36．90．80．30310889 37．237．336．936．736．536．636．536．5
48 56F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．1 α90．24257571 36．836．536．536．636．336．236．536．135．9362363
49 57M 下腹部群 下腹部 仰 0 36．30．5α13597385 36．936．736．836．836．736736．736．736．736．736．536．536．536．5364
50 47F 上糖価群 下腹部 仰 1 36．51．30．39357337 36．936．336．135．935．635．736．136．336．636．6
51 55M 下腹部群 下腹部 仰 0 36．30．60．18844151 37．237．136．836．636．836．936．8 1
52 下腹部群 下腹部 仰 0 36．70．80．23094011 37．436．936．736．836．6　36．73736．736．7
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下腹部群 下腹部 仰 1 36．1 1．10．34600899 3736．936．235．935．936．136．136．536．336．536．636．6
54 76M 下腹部群 下腹部 仰 1 36．81．10．35784851 36．6363 6336．435．73S．635．635．735．835．535．735．8
55 160M 上腹部群 上複部 側 0 36．40．80．21675389 37 36．236．436．536．536．5 36．536．336．536．636．636．8　36．9
56 151F 上腹部群 上腹部 側 0 36．30．30．10198039 36．736．636．536．536．4
57 　　56 M 非開腹群 ラミネク 腹 o 36．1 0．40．13819270．2360323736．836．836．836．9 37 3737．137．137．236．836．8
58 50M 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．1 o．10．04948717 37337．237．237．237．237．337．3
59 36F 非醐腹群 ラミネク 腹 0 36．41．80．54076849 35．735．835．836．536．736．836736．836．9 3737．137．5
96 73F 非開腹群 四肢手術 仰 o 36．1 0．60．20303815 36．936．436．336．436．736．736．7
97 62F 非開腹群 四肢手術 仰 0 35．80．50．18708287 3736．936．937．337．137．337．337．4
98 35M 非開腹群 頭部手術 仰 0 36．30．80．26379306 36．836．536．436．336．536．736．8 37 37 3737．1
132 26M 非開腹群 頭部手術 仰 1 36．7 0
133 58M 非開腹群 頭部手術 仰 0 35．60．60．22677868 36．6 36 3636．236336．536．5
134 63F 非開腹群 頭部手術 仰 0 36．30．20．1 37 3737．237．2
135 32 F 非開腹群 腹腔鏡 砕 o 37．20．60．19166297 36．836．236．436．536．236．536．5
136 31 F 非開腹群 闘 砕 o 36．60．70．28613808 3736．S36．3363137 31 F 非開腹群 腹腔鏡 砕 1 36．30．40．17853571 3635．735．6 36
138 137F 非開腹群 腹腔鏡 仰 1 36．52．10．68657766 36．736．536．236．638．337．2
139 33 F 非開腹群 腹腔鏡 砕 1 35．81．7O．55677644 36．3 3635．635．234．834．634．935．4
140 145F 非開腹群 腹腔鏡 砕 0 36．1 0．40．15 36．536．236．536．6
141 52 F 非開腹群 腹腔鏡 仰 0 36．40．30．12472191 36．836．936．6
142 52M 非開腹群 腹腔鏡 仰 0 36．30．10．04898979 36．436．536．436．536．5
143：＿＿」 75M 非開腹群 腹腔鏡 仰 1 36．1 0．20．08 36．135．935．935．935．9
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《直腸温》 表2－2
A B C D E F G H 1 」 K L M N 0 P Q R S T u V W X Y Z 触 AB
1 年齢 性別 群 術式 体位 保温 平均 変動 標準偏差 標準偏差平均 開始 30分 1 15 2 2．5 3 3．5 4 4．5 5 5．5 6 6．5 7 7．5 8
2 39M 下腹部群 　　●ｺ腹郎 仰 1 36．4 1 0．34641016．233662435．835．835．936．136．236．8
3 37F 下腹部群 下腹部 仰 1 36．4 0
4 30F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．20．70．24155146 36．3 36 3635．9 3636．336．436．536536．536．6
5 49F 下腹部群 下腹部 仰 o 35．7 0
6 37F 下腹部群 下腹部 仰 o 36．80．2 0．08 36．536．436．336．536．5
7 51 F 下腹部群 下腹部 仰 O 36．1 0
8 ．　　1 49F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．1 0
9 F 下腹部群 下腹部 仰 1 360．50．20463382 3736．536．536．7
10 65F 下腹部群 下腹部 砕 1 36．5 1．1 0．39607449 36736．2 3635．6
11 58F 下腹部群 下腹部 砕 o 36．3 0
12 37F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．40．9 0．4027682 36．235．435．3
13． 22F 下腹部群 下階部 仰 0 35．9 O
14 66M 下腹部群 下腹部 仰 0 360．20．08291562 36．736．536．536．6
15 73F 下腹部群 下腹部 仰 1 360．80．29860788 36．235．9 3636．136．636．7
16 59M 下腹部群 下腹部 仰 1 36．50．1 0．05 35．735．635．635．7
51 55M 上腹部群 上腹部 仰 0 36．3 0
一 一
52． 86M 上腹部群 上腹部 仰 0 36．70．80．19708621 36．2 3635．435．935．935．935．9 3636．1 3636．1
53 68F 上腹部群 上腹部 仰 1 36．1230．64349269 35．935．934．2 3535．735．9 3636．136336．536．536．536．5
54 76M 上腹部群 上腹部 仰 1 36．80．80．20810042 36．836．636．636．536．1 36．636．536．636．836．936．8
55 60M 上腹部群 上腹部 側 0 36．40．60．20264912 36．7 36．236．1 36．436．536．2 36．236．136．236．236．236．336．536．636．7
56 51 F 上腹部群 上腹部 側 0 36．3 1．3 0．4586938 36．735．935．435．635．6
57 56M 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．1 1 0．2870540．1994957336．936．436．336．335．936．1 36．1 36．336．636．7
58 50M 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．1 0
59 36F 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．4 1．60．52201533 35．335．335．535．936．136．336236．536536．636．736．9
60 71M 非開腹群 ラミネク 腹 0 35．8 1．20．41182521 35．835．3353 35．8 3636．136．236．336．536．5
78 37M 非開腹群 一四肢手術 仰 1 36．3 0
一
79 71M 非開腹群 四肢手術 仰 1 36．20．70．23123449 36．235．535．535．535．635．735．7
80 47F 非開腹群 四肢手術 腹 0 35．80．30．09797959 35．535．735．735．735．8
81 64F 非開腹群 四肢手術 仰 1 36．1 0
82 23F 非開腹群 四肢手術 仰 1 36．80．80．24874686 36．536．2 3636．236．236．536．836．6
83 54F 非開腹群 四肢手術 仰 0 35．70．30．11780302 36．636．536．536．836．836．736．7
84 49M 非開腹群 四肢手術 側 0 36 0．50．10833068 36．536．536．536．536．536．236．536．736．S36．536．5
85 5貫 M 非開腹群 四肢手術 仰 0 36．1 0．20．08660254 36．536．736．736．7
86 64F 非開腹群 四肢手術 仰 0 36．7120．39334746 3635．435．234．935．434．8
87 57F 非開腹群 四肢手術 仰 0 36．4 0
88 45F 非開腹群 四肢手術 仰 0 36．4 0
89 44F 非開腹群 四肢手術 仰 0 36．7 0
127 43M 非開膿群 頭部手術 仰 0 35．8 0
128 45F 非開腹群 頭部手術 仰 0 36．60．40．14790199 36．736．436．336．5
129 73F 非開腹群 頭部手術 仰 0 36．50．1 0．05 36．1 36．2
130 21 M 非開聞群 頭部手術 仰 1 36．50．40．12133516 36．536．336．136．236．336．3
131 49M 非開腹群 頭部手術 仰 0 36．1 0．1 0．05 36336．2
132 26M 非開腹群 頭部手術 仰 1 36．7 0
133 58M 非開腹群 頭部手術 仰 0 35．60．40．14568627 35．735．435．435．535．835．635．7
134 63F 非開腹群 頭部手術 仰 0 36．30．30．12990381 37．137．137．337．4
135 32F 非開腹群 腹腔鏡 砕 0 37．2 0
136 31 F 非開腹群 腹腔鏡 砕 0 36．60．70．24166092 36．4 3635．835．7359
137 31 F 非關二二 腹腔鏡 砕 1 36．3 0
138 37F 非開腹群 腹腔鏡 仰 1 36．5 0
1
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《食道温》 表2－3
A　　B C D　　　　E F G H 「 」 K L M N 0 P Q R S T u V W X Y Z 触 AB
1 「≡一一一@　一：年齢 性別 群　　　術式 体位 保温 平均 変動 標準偏差 標準偏差平均 開始 30分 1 1．5 2 2．5 3 3．5 4 4．5 5 5．5 6 6．5 7 7．5 8
2 1　39M 下腹部群下腹部 仰 1 36．40．7 0．24776780．252246535．835．935．936．136．336．5
3 37F 弔旗部群下腹部 仰 1 36．40．2 0．0816497 35．335．435．5
4 30F 下腹部群下腹部 仰 o 36．20．5 0．2061553 36．335．835．935．8
5 49F 下腹部群下腹部 仰 0 35．7 0
23 70M 下腹部群下腹部 砕 1 36．30．6 0．2531435 34．934．734．334．334．334．834．8
24 75M 下腹部群下腹部 砕 1 36．6 1 0．3316625 35．935．235．335．535．635．9 3636．2
25 61 M 下腹部群下腹鶴 砕 1 36 0．4 0．1356466 35．3 35 35 3534．9
26 68M下腹部群下腹部 仰 1 36．3 1．1 0．3853838 36．135．835．836．536．736．636．736．936．936．836．836．836．9
27 1 43M 下腹部群下腹部 砕 1 36．21．2 0．3765625 35．335．335．435．535．635．835．935．9 3636．136．236．336．536．136．136．236．5
28　一 79M 開胸群 開胸手術 側 0 35．80．5 0．16881940．154584335．535．435．235．235．335．435．635．635．635．7
36 57M 開胸群 開胸手術 仰 o 37 0
37 57 F 開胸群 開胸手術 側 1 36 0
38 66F 開胸群 開胸手術 側 o 35．90．3 0．0989743 36．336．236．136．436．436．336．3
39 74M 開胸群 開胸手術 仰 0 36．30．6 0．1959592 35．435．535．435．835．2
40 58F 上腹部群上腹部 仰 0 36．1 0 0．2387538
41 70M 上腹部群上腹部 仰 1 35．90．6 0．2046338 35．335．435．135．135．335．535．635．7
42 52F 上腹部群上腹部 仰 0 35．80．5 0．2357023 36．235．735．7
43 65F 上腹部群上腹部 仰 1 36．5 0
44 63 F 上腹部群上腹部 仰 1 36．5 0
76 37M 非開腹群四肢手術 仰 1 36．3 0 一．
77 71 M 非開腹群四肢手術 仰 1 36．20．6 0．2118914 35．835．335．435．435．535．735．9
78 47F 非開腹群四肢手術 腹 0 35．8 o
79 64F 非開腹群四肢手術 仰 1 36．1 0
80 23F 非開腹群四肢手術 仰 1 36．8 0
81 54F 非開腹群四肢手術 仰 0 35．70．5 0．1699673 36．236．536．536．736．636．7
82 49M 非開腹群四肢手術 側 0 360．7 0．2189381 36736．336．6 3636．2 3636．336．636．436．436．3
83 58M 非開腹群四肢手術 仰 0 36．1 0
84 64F 非開腹群四肢手術 仰 0 36．7 0
85 57F 非開腹群四肢手術 仰 0 36．4 0
86 45F 非開腹群四肢手術 仰 0 36．40．3 0．116619 36 36 3636．136．3
87 44F 非開腹群四肢手術 仰 0 36．7 0
88 36F 非開腹群四肢手術 仰 0 36．6 0
89 50F 非開腹群四肢手術 仰 0 36．5 0
90 55F 非隠腹群四肢手術 仰 1 35．1 1．4 0．391578 35．9 35．835．635．435．235．235．435．535．736．1 3636．6
129 73F 非開腹群頭部手術 仰 0 36．5 0
130 21 M 非開腹群頭部手術 仰 1 36．5 0
131 49M 非開腹群頭部手術 仰 0 36．1 0
132 26M 非開腹群頭部手術 仰 1 36．7 0
133 58M 非開腹群頭齢手術 仰 0 35．6 0
134 63 F 非開腹群願部手術 仰 0 36．30．5 0．2165064 35．836．336．336．3
135 32 F 非開腹群腹腔鏡 砕 0 37．2 0
136 31 F 非開腹群腹腔鏡 砕 0 36．60．8 0．2993326 36．6 3635．835．935．8
137 31 F 非開腹群腹腔鏡 砕 1 36．3 0
138 37F 非開腹群腹腔鏡 仰 1 36．50．8 0．3187475 36 3635．335．536．1
139 33 F 非開腹群腹腔鏡 砕 1 35．80．7 0．2249717 34．434．334．3 34．634．534．6 35
140 45F 非開腹群腹腔鏡 砕 0 36．1 1 0．2788867 34．8 3535．235．535．435．835．135．135．2
141 52 F 非開腹群腹腔鏡 仰 o 36．40．5 0．2160247 35．935．535．4
142 52M 非開腹群腹腔鏡 仰 0 36．3 0
143 75M非開腹群腹腔鏡 仰 1 36．1 0
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《体表温》　表2－4
A B C D E F G H 1 」 K L M N 0 P q R S T u V W X Y Z 触 AB
1 　一黶D 年齢 性別 群 術式 体位 保温 平均 変動 標準偏差 標準偏差平均 開始 30分 1 1．5 2 2．5 3 3．5 4 4．5 5 5．5 6 6．5 7 7．5 8
2 39M 下腹部群 下腹部 仰 1 36．40．20．06870．205316836．136．136．236．336．236．2
3 37F 下腹部群 下腹部 仰 1 36．40．1 0，049 3635．935．9 36 36
4 30F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．2 0．90．2808 36．235．835735．836．136．136．236．436．536．336．6
5 49F 下腹部群 下腹部 仰 0 35．70．9 0．29 36．2 3635．935．835．936336．7
6 37F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．8 0．30．1166 36．836．636．536．536．5
7 51 F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．1 0．6α2227 34．734．434．434．6 35
8 49F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．1 0．50．2046 35．936．436．236．4
9 48F 下腹部群 下腹部 仰 1 360．40．1732 35．735．735．736．1
10 65F 下腹部群 下腹部 砕 1 36．5 0
11 下腹部群 下腹部 砕 0 36．3 1．40．4422 33．134．234．534．2 3434．2
28
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開胸群 開胸手術 側 0 35．80．9027860．259348234．934．9 35 35 3534．9 3535．335．8354
29 66M 開胸群 開胸手術 側 0 360．30．1192 34．734．734．9 3534．934．934．734．9 35 35 35
30 52F 開胸群 開胸手術 側 0 36 0
31 64M 開胸群 開胸手術 側 0 36．4 0
32 55M 開胸群 開胸手術 側 0 36．3 1 03031 34．534．734．9 3535．335．235．135．5
33 48M 開胸群 開胸手術 側 0 36．40．7 0．21 34．935．134．835．135．235．235．5
34 68F 開胸群 開胸手術 側 0 36．6 1．1 0．3452 34．3 35 3535．235．335．335．4
35 62M 開胸群 開胸手術 側 0 36．40．9 0．3 3636』 36．436．536．636．736．936．8
36 57M 開胸群 開胸手術 仰 0 37 0
37 57F 開胸群 開胸手術 側 1 36 0
57 56M 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．1 1．60．60820．278895634．434．434．734．634．234．234．835．535．835．735．7 一 一一
58 50M 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．1 1 0．3201 34．3 3535．235．235．335．235．2
59 36F 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．41．50．4048 35．835．335．635．8 36 3636．2 3636．336．436．636．8
60 71 M 非開腹群 ラミネク 腹 0 35．8 1 0，325 35．335．435．5 35．735．835．9 3636．236．136．3
611 57M 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．1 0．60．1908 35．235．235．335．435．435．535．735．635．835．5
62 77M 非開腹群 ラミネク 腹 o 35．5 1．20．4091 34233．9 3433．8 3434．434．8 35
71 23M 非開腹群 四肢手術 仰 0 36．9 0 ．一一
72 23M 非開腹群 四肢手術 側 0 36．7 0．4 0，147 36．636．636．736737
73 22F 非開腹群 四肢手術 仰 O 36．5 0．2 0．05 35．935．735．835．835．835．835．835．8
74 76F 非開腹群 四肢手術 側 0 36．6 0
75 59M 非開腹群 四肢手術 腹 1 35．9 0．20．0829 34．634．534．734．5
76 76F 非開腹群 四肢手術 腹 0 36．6 0．30．1125 36．336．436．436．536．636．636．6
77 23F 非開腹群 四肢手術 仰 1 36．5 1 0，358 35．335．2 3535．135．735．8 36
108 47F 非開旗群 頭部手術 仰 1 36．60．90．3455 35．8 3636236．636．736．736．736．7
109 74M 非開腹群 頭部手術 仰 1 36．51．4 0，445 33．533．9 33．834．134．234．634．634．634．834．9
110 47M 非開腹群 頭部手術 仰 0 36．7 0．70．2438 35．335．235．335．335．235．335．335．435．535．635．735．735．735．835．935．935．8
111 69M 非開腹群 頭部手術 仰 0 37 0．40．0972 36．236．336．536．436．636．536．536．536．536．536．536．536．536．5
112 27F 非開腹群 頭部手術 仰 0 36．5 0．40．1294 36．636．436．436．436．336．236．2
113 20F 非開腹群 頭部手術 仰 o 36．7 1．60．5437 36．2 3636．236．536336．536．8 3737．137．437．637．6
114 29M 非開腹群 頭部手術 腹 0 36．3 0
115 32F 非開腹群 頭部手術 腹 0 36．2 0．60．2227 34．734．434．434．6 35
116 48M 非開腹群 頭部手術 仰 1 36．4 0．9 0．29 36．2 3635．935．835．936．336．7
117 83M 非開腹群 頭部手術 仰 0 36．1 0
118 52M 非開腹群 頭部手術 仰 1 36．4 1 0，359 35．135．235．335．736．135．8
119 20M 非開腹群 頭部手術 仰 0 36．7O．50．1833 36．836．536．536．336．3
140 45F 非開腹群 腹腔鏡 砕 0 36．1 0．90．3399 35．735．635．735．836．236．536．436436．3 匿〒一 一．一
141 52F 非開腹群 腹腔鏡 仰 0 3640．30．1225 35．535．835．635．5
142 52M 非開腹群 腹腔鏡 仰 0 3631．1 0．3633 34．234．734．8 3535．3
143 75M 非開腹群 腹腔鏡 仰 1 36．1 0
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《鼓膜温》 表2－5
A　　B C D E F G H 1 」 K L M N 0 P q R S T u V W X Y Z 触 AB
1 ・　　年齢 性別 群 術式 体位 保温 平均 変動 標準偏差 標準偏差平均 開始 30分 1 1．5 2 2．5 3 3．5 4 4．5 5 5．5 6 6．5 7 7．5 8
2 バ　　　39M 下腹部群 下腹部 仰 1 36．4 0 0．53368138
3 37F 下腹部群 下腹部 仰 1 36．4 0
4 「　30 F 下腹獅群 下腹部 仰 0 36．21．2 0．4330127 34．734．133．933．5
5 49F 下腹部群 下腹部 仰 0 35．71．60．63435006 35．535．435．135．236．636．736．736．536．436．5
31 52F 開胸群 開胸手術 側 0 360．9 0．2879236 36．1 36．335．835．835．535．535．535．435．535．5 ｝
32 64M 開胸群 開胸手術 側 0 36．4 0
33 55M 開胸群 開胸手術 側 0 36．30．60．20786985 34．434．4 3534．634．834．734．7 3534．8
34． 48M 開胸群 開胸手術 側 0 36．4 0
35／ 68F 開胸群 開胸手術 側 0 36．6 0
36・・ 62M 開胸群 開胸手術 側 0 36．4L8α53326823 35．934．134．1 3534．634934．834．8
37． 57M 開胸群 開胸手術 仰 0 37 1．80．60392236 37．237．1 36．336．335．436．2
38 57F 開胸群 開胸手衛 側 1 36 0
39 66F 開胸群 開胸手術 側 0 35．9 0
40 74M 開胸群 開胸手術 仰 0 36．3 1 033105891 35．335．234．835．535．8
411 58F 上里星群 上腹部 仰 0 36．1 0 0．42466122
42「 70M 上腹部群 上腹部 仰 1 35．91．1 0．3082207 34．634．234．334．233．634．234234．7
43 52F 上腹部群 上腹部 仰 0 35．8 0
44 65F 上里塁壁 上腹部 仰 1 36．52．20．74758872 34734．934．133．432．7 34
45二 63F 上腹部群 上腹部 仰 1 36．50．80．21817424 34．234434．134』 34．734．233．9 3434．234．4
57． 56M 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．1 0 0．40063939
58 50M 非開腹群 ラミネク 康 0 36．1 0．70．21921577 3534．534734．534．534．3
59． 36F 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．4 0
60． 71M 非開腹群 ラミネク 腹 0 35．8 0
61 57M 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．1 0
62 77M 非開腹群 ラミネク 腹 0 35．5 0
80． 47F 非開腹群 四肢手術 腹 0 35．8 1 0．39191836 33．7 3434．734．734．3
81： 64F 非開腹群 四肢手術 仰 1 36．1 0．80．35355339 35．334734．6 35．4
82 23F 非開腹群 四肢手術 仰 1 36．80．8 0．2727178 34．834．334．835．134．834．334．534．4
83 54F 非開腹群 四肢手術 仰 0 3570
84 49M 非開腹群 四肢手術 側 0 361．30．38246698 34．9 3535．6 3535．435．736．235．4 3535．2 35
85／ 58M 非開腹群 四肢手術 仰 0 36．1 0
92． 55F 非開腹群 四肢手術 仰 1 35．1 0
93 66F 非開腹群 四肢手術 仰 0 36．32．40．80837453 37．935535．735．635．635．535．7
94 61 F 非開腹群 四肢手術 仰 1 36．5120．43229041 33．434．234．634．1
95 52F 非開腹群 四肢手術 仰 0 36．5130．41649656 34．434．435．134．935．134．935．7
96 73F 非開腹群 四肢手衛 仰 0 36．1 1．60．54365021 34．434．335．6 3434．3 34
97． 62F 非開腹群 四肢手術 仰 0 35．81．3 0．44 34．434．8 3434．435．3
121 48M 非開腹群 頭部手術 仰 0 36 1．2α39698866 35．635．336．535．835．9
122 20F 非開腹群 頭部手術 仰 0 36 0
123　　167M 非開腹群 頭部手術 仰 0 35．5 0
124． 56M 非開腹群 頭部手術 仰 0 3670
125　　123M 非開腹群 頭部手術 側 0 36．3 0
131 49M 非開腹群 頭部手術 仰 0 36．1 0．3 0．15 3434．3
132 26M 非開腹群 頭部手術 仰 1 36．7 0
133 58M 非開腹群 頭部手術 仰 0 35．6 0
134． 63F 非開腹群 頭部手衛 仰 o 36．3 0
135 32F 非開腹群 腹腔鏡 砕 0 37．2 0
136 31 F 非開腹群 腹腔鏡 砕 0 36．6 0
1371、　」31 F 非開腹群 腹腔鏡 砕 1 36．3 0
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《新鼓膜温》 表2－6
A B C D E F G H 1 J K L M N 0 P Q R S T u V W X Y Z 触 AB
1 1．．　．． 年齢 性別 群 術式 体位 保温 平均 変動 標準偏差 標準偏差平均 開始 30分 1 τ．5 2 2．5 3 3．5 4 4．5 5 5．5 6 6．5 7 7．5 8
2 1　　　39M 下腹部群 下腹部 仰 1 36．4 0 0．2165064
3 37F 下腹部群 下腹部 仰 1 36．4 0
4 F 30F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．2 o
5 49F 下腹部群 下腹部 仰 0 35．7 0
6 37F 下腹部群 下腹瓠 仰 0 36．8 0
1
51 F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．1 07　nO
49F 下腹部群 下腹部 仰 0 36．1 0
9 48F 下腹部群 下腹部 仰 1 36 0．5 0．2165064 37．336．836．836．8
31 64M 開胸群 開陶手術 側 0 36．4 0
32 55M 開胸群 開胸手術 側 0 36．3 0
33 48M 開胸群 開胸手術 側 0 36．41．3 0．397954 36．936．836．436．837．137．437．7
34 68F 開胸群 開脚手術 側 o 36．6 0
35 62M 開胸群 馬桶手術 側 o 36．4 0
36 57M 開胸群 開胸手術 仰 o 37 0
37 57F 開胸群 開胸手術 側 1 36 0
38 66F 開胸群 開胸手術 側 0 3590
39 74M 開胸群 開胸手術 仰 0 36．3 0
40 58F 上腹部群 上腹部 仰 0 36．1 0 0．2886748
41 70M 上腹部群 上腹部 仰 1 35．9 0．7 0．258602 36．136．135．735．535．435．935．635．5
42 52 F 上腹部群 上腹部 仰 0 35．8 0
43 65F 上腹部群 上腹部 仰 1 36．5 0
44 63 F 上腹部群 上腹部 仰 1 36．5 0
45 39M 上腹部群 上腹部 仰 0 36．5 0
51 55M 上腹部群 上腹部 仰 0 36．3 0
52 86M 上腹部群 上腹部 仰 0 3670
53 68F 上腹部群 上腹部 仰 1 36．1 0
54 76M 上腹部群 上腹部 仰 1 36．8 0
55 60M 上腹部群 上腹部 側 0 36．4 0
56 51 F 上腹部群 上腹部 側 0 36．3 0．9 O．3187475 35．735．835．435．334．9
57 56M 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．1 0 0．2606485
58 50M 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．1 0
59 36F 非開腹群 ラミネク 腹 0 36．4 0
92． 55F 非開腹群 四肢手術 仰 1 35．1 1．6 0．3919304 36．436．136．236．136．135．635．235．73S．835．836．4 3636．8
93 66F 非開腹群 四肢芋術 仰 0 36．30．9 0．2710524 36．936．7 3636．536．536．636．8
94 61 F 非開腹群 四肢手術 仰 1 36．5 0．4 0．147902 35．935．635．735．5
95 52F 非開腹群 四肢手術 仰 0 36．50．5 0．1772811 3635．935．936．136．436．336．1
96 73F 非開腹群 四肢手術 仰 0 36．1 0．3 0．116619 36．336．636．436．536．3
97 62F 非開腹群 四肢手術 仰 o 35．8 1 0．3269174 36．836．736．836．736．636．635．836．2
98 35M 非開腹群 願部手術 仰 0 36．3 0
99 56F 非開腹群 頭部手術 仰 1 36．6 o
100 48M 非開腹群 頭部手術 仰 1 37．1 0
136 31 F 非開腹群 護腔鏡 砕 0 36．6 0
137 31 F 非開腹群 嘘腔鏡 砕 1 36．3 0
138 37F 非開腹群 腹腔鏡 仰 1 36．5 0
139 33F 非開腹群 ㎜ 砕 1 35．8 0140 45F 非開腹群 腹腔鏡 砕 0 36．1 1．3 0．3928371 3636．236二436．637．137．336．836．436．5
141 1 52F 非開腹群 臓 仰 0 36．4 o142 52M 非開腹群 腹腔鏡 仰 o 36．3 0
143 75M 非開腹群 腹腔鏡 仰 1 36．1 o
